
地方都市圏における日常生活での健康的活動促進に関する基礎的分析 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 

奥嶋 政嗣 

１．はじめに 

日常的な運動に加えて，自転車・徒歩での移動によ

る健康活動促進が提唱されている 1)．特に，地方都市

では自動車依存度が高く，日常的な移動による身体活

動が不足することが指摘されている 2)．そのため欧州

では，健康増進の観点から徒歩・自転車への転換の促

進が着目されてきた 3)．徒歩・自転車利用による健康

効果の量的把握のための指針も提案されている 4)．ま

た行動科学の分野では，主体の準備状態に対応した支

援の在り方が示され，健康保持を目指した運動促進の

ために適用されている 5)．このように，健康的活動を

促進するためには，個々の日常的な生活行動を把握し，

状況に応じた適切な支援が必要となる．そこで，自動

車に依存した地方都市における日常的な健康活動の促

進に関わる要因を特定する．

２．健康的活動に関わる実態の把握 

地方都市圏の居住者を対象としたWebアンケート調

査結果から，健康的活動に関わる実態を把握する．調

査では，個人属性，健康意識，外出行動，日常的運動

に関しての 20 問の質問に対して，徳島都市圏において

500 サンプルを収集している． 

 健康意識の現状に関する回答割合を図1に示す．「健

康への関心」については肯定的な回答の割合が高く，

「生活習慣改善意向」「積極的運動意向」の順に割合は

減少する．健康への関心はあっても，生活習慣の改善

および運動につながっていない一部のサンプルが存在

することがわかる． 

 つづいて，日常生活における外出行動の現状につい

て把握する．そこで外出時における徒歩について，一

日当たりの徒歩移動時間のヒストグラムを図 2 に示す．

徒歩での外出のないサンプルが 25%，10 分以内が 36%

であり，突出した分布形状となっている．

つぎに，外出時における自転車移動時間の現状を把

握する．自転車での外出のないサンプルの割合が 62% 

を占めている．したがって，自転車移動時間分布の特 

図1 健康および運動に関する意識 

図2 徒歩移動時間の分布 

徴をとらえるために，自転車での移動のないサンプル

を除外し，自転車移動者 191 サンプルについて一日当

たりの自転車移動時間のヒストグラムを図 3 に示す．

自転車移動者の平均値 30 分，最大値 300 分で，10 分

以内が 35%（67 サンプル）でやや突出するが，概ね時

間に応じて逓減する分布形状となっている． 

 健康に関連すると考えられる日常的な運動の現状を

把握する．日常的な運動のないサンプルが 40%と最も

多く，週間運動日数については平均値 1.9 日で，日数

に応じて逓減している傾向がみられる．移動以外での

日常的な運動に関しては，散歩 36%，ジョギング 11%，

サイクリング 7%，球技 14%で実行しているとの回答で

あった．日常的な運動の無いサンプルを除き，移動以

外での週単位での平均運動時間は 117 分であった． 
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図3 自転車移動者の自転車移動時間の分布 

 

３．健康的移動に関わる要因の分析 

 健康的な移動手段である徒歩・自転車利用による移

動時間に影響する要因を特定するために，一般化線形

モデルであるワイブル回帰モデルを適用する．徒歩で

の外出のある 376 サンプルを対象に，徒歩移動時間モ

デルについて各要因の係数パラメータの推定結果を表

1 に示す．推定結果より，通勤通学以外での外出があ

る場合には，徒歩移動時間が有意に大きい．また，自

転車移動時間および週間運動日数に応じて徒歩移動時

間が大きくなる．積極的運動意識がとてもある場合に

は，徒歩移動時間が有意に大きくなる．一方，生活改

善意識がとてもある場合には，徒歩移動時間が有意に

小さくなる．これは，生活改善により健康を保持する

意向があり，必ずしも身体活動を必要としていないか

らと考えられる． 

 つぎに，自転車での外出のある 191 サンプルを対象

に，自転車移動時間モデルについて各要因の係数パラ

メータの推定結果を表2に示す．推定結果より， 徒歩

移動時間は統計的に有意となっており，自転車利用が

ある場合には徒歩移動時間に応じて自転車移動時間が

大きくなることがわかる．20 歳代あるいは有職者の場

合にも，自転車移動時間が大きくなることが統計的に

検証された． 

４．おわりに 

 徳島都市圏の居住者を対象とした健康活動調査に基

づいて，日常的な健康活動の促進に関わる要因を特定

した．その結果として，徒歩移動時間と自転車移動時 

表1 徒歩移動時間モデルの推定結果 

 

表2 自転車移動時間モデルの推定結果 

 

間は相互に関連性があることがわかった．また，運動

意識および日常的運動が徒歩移動時間にも影響するこ

とを示した． 
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説明要因 推定値

定数項 2.423 9.71 *

通勤通学以外の外出あり 0.560 2.31 *

自転車移動時間[hour] 0.214 2.24 *

週間運動日数 0.069 3.10 *

生活改善意識：とてもある -0.382 -2.58 *

積極的運動意識：とてもある 0.396 2.49 *

*:5%有意

t値

説明要因 推定値

定数項 2.829 24.39 *

20歳代 0.658 2.93 *

有職者 0.495 3.93 *

徒歩移動時間[hour] 0.636 4.07 *

*:5%有意

t値


